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令和元年度第６回 八幡薬剤師会学術研修会開催のお知らせ

平素より、本会事業にご理解・ご協力を賜り厚く御礼申し上げます。
　今回は、下記の内容で研修会を開催いたします。
参加されます方は2月1日(土)までにFAX(661-1066)又はメールにてお申込み下さい。
急な欠席の場合は、当日17時までに八幡薬剤師会までご連絡下さい。
当日、薬剤師名簿登録番号と氏名が確認出来るものを必ずご持参ください。(県薬研修カード、HPKI薬剤師資格症、薬剤師免許証のコピー、日本薬剤師会会員証、研修センター認定薬剤師証等)
このお知らせは当会ホームページに掲載しております。

記
日　　時　　令和2年2月6日（木）　19時30分～
　　　　　　 場　　所　　健康医療福祉研修会館
演　　題　　肺癌治療の躍進～くすりで肺がんが治る時代は来るのか？
講　　師　　独立行政法人北九州市立病院機構　理事長　中西洋一先生
会　　費　　正会員（Ａ会員･B会員･賛助会員）、研修会登録者:　無料　
他地区会員：500円　
　　　　　　　　　　　   非会員（正会員以外全て）：3,000円
　　　　　　　　日本薬剤師研修センター研修単位　　1単位

要旨
肺癌は膵癌と並んでもっとも予後不良の癌である。とはいえ、今世紀に入り、肺癌の治療成績は飛躍的に改善した。その要因は、１）CT等の普及による早期発見例の増加、２）技術と安全性が進んだ外科療法と放射線療法、３）がんゲノム医療を先導したドライバー遺伝子の発見と有効な分子標的薬の開発、４）薬物療法による治癒の期待もされる画期的医薬；免疫チェックポイント阻害薬の開発が上げられる。

　20世紀末における進行期肺癌の５年生存率はわずか2％程度であった。上皮成長因子受容体（EGFR）阻害薬の登場で驚くべき著効例が経験された。続いて、EML4-ALK、RET、ROS-1、HER-2、BRAF、NTRKと多くのドライバー遺伝子が発見され、これらに対する分子標的薬も開発されてきた。いずれの薬剤もそれまでの殺細胞性抗癌薬の効果をはるかに凌駕するものであった。課題であった薬剤耐性の分子機序も次々に明らかにされ、耐性を克服する薬剤も登場しつつある。現時点では全肺癌のうち半数近くでドライバー遺伝子が発見され、分子標的薬の投与により進行期肺癌の中央生存期間は6ヶ月から40ヶ月まで伸びた。
　さらに、免役チェックポイント阻害薬が登場した。多くの臨床試験から標準的治療である殺細胞性抗癌剤より優れた治療効果を示すことが明らかにされ、加えて、有効性を示した患者では効果が長期にわたって続き、治療中止後も腫瘍の増殖がコントロールできる症例が存在することが驚きをもって報告された。現在、この薬が標的とするPD-L1分子発現症例や、tumor mutation burden（TMB）等のバイオマーカー研究が積極的に進められている。また、その有効性を更に高めるために、放射線や他の薬剤との併用療法の試験が活発に行われている。免役チェックポイント阻害薬による最新の治療で進行期肺癌においても5年生存率は30％を越える事が期待される。
　進行期肺癌がくすりで治せる時代が訪れつつある。
施設名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※非会員の方は、研修シールの要・不要をご記入下さい。
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